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（１）対象地域 

スウェーデン北部（北緯 64 度 15 分，東経 19 度 46 分）の針葉樹林（50ha）。流域の 16%が湿地帯。 

 年降水量 710mm，平均流出高 330mm。 

 

（２）重要な図表 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

GeLi検出器と高純度ゲルマニウム検出器をもちいた高分解能のガンマ線スペクトル分析で 137Csと 134Cs

がそれぞれ測定された。 

 

（2）流出挙動・経路 

・チェルノブイリ事故直後のセシウム 137 の森林河川の濃度の対数値と流量との間に正の相関があった。 

・事故で効果したセシウム 137 の 7±3％のみが表面流出した。 

・1 年目の融雪で降下量の 6.8％が流出し，その後の 8 年間では 1.8％のみが流出した。 

・チェルノブイリ事故直後の 1 年目における初期流出が大半であとは徐々に流出していた。 

 

（3）除染の際の留意点 

 

（4）担当者のコメント 

チェルノブイリ事故直後の流域に沈着した放射性物質の流出を，現地での連続観測結果に基づいて議論

されている数少ない貴重な文献である。 

 


